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《2019年 第60回 BCS賞受賞作品》愛知県立愛知総合工科高等学校／赤坂インターシティAIR（赤坂一丁目地区第一種市街地再開発事業）／ OIST 沖縄科
学技術大学院大学 フェイズ1／太田市民会館／オーディオテクニカ本社／ GINZA SIX ／新発田市新庁舎／新山口駅北口駅前広場「０番線」・南北自由通路／
東京ガーデンテラス紀尾井町／東京ミッドタウン日比谷／富山県美術館／ナセBA（市立米沢図書館・よねざわ市民ギャラリー）／HIRAKATA T-SITE／フェスティ
バルシティ（中之島フェスティバルタワー（東地区）、中之島フェスティバルタワー・ウエスト（西地区））／立命館大学大阪いばらきキャンパス

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる建築
物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三者を表
彰する建築賞です。この賞は、1960年にはじまり2019年で60回を数えました。

東京ミッドタウン日比谷と、まちの賑わいの核となる日比谷ステップ広場

　
三
信
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
日
比
谷
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

と
い
う
ふ
た
つ
の
名
建
築
の
建
て
替
え
を
含
む
再
開
発

計
画
で
あ
り
、「
こ
れ
か
ら
の
日
比
谷
ら
し
さ
」を
追

求
し
、新
し
い
日
比
谷
の
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。地
下
四
階
、地
上
三
五

階
、建
物
高
さ
約
一
九
一
㍍
の
超
高
層
タ
ワ
ー
に
は
、

低
層
部
に
商
業
施
設
と
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、中
層

部
に
産
業
支
援
施
設
と
オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
ト
施
設
、高

層
部
に
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
が
計
画
さ
れ
た
。

　
日
比
谷
は
、大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
・
銀
座
・

霞
が
関
・
新
橋
等
の
特
色
あ
る
エ
リ
ア
の
結
節
点
に
位

置
し
て
お
り
、ま
た
日
比
谷
公
園
に
隣
接
し
、歴
史
的
に

見
て
も
鹿
鳴
館
や
帝
国
ホ
テ
ル
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、

建
て
替
え
ら
れ
る
旧
ビ
ル
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
、日
生
劇
場

や
東
京
宝
塚
劇
場
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
と
い
っ
た
多
様
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
エ

リ
ア
で
あ
る
。こ
れ
ら
周
辺
エ
リ
ア
の
結
び
付
き
を
更
に

強
め
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
に
、千
代
田
区
道
を
廃

道
し
て
広
場
と
し
て
付
け
替
え
、民
間
の
公
開
空
地
等

と
一
体
と
な
っ
た
約
四
、〇
〇
〇
平
方
㍍
の「
日
比
谷

ス
テ
ッ
プ
広
場
」が
計
画
さ
れ
、商
業
空
間
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
と
な
る
三
層
吹
抜
け
の
ア
ト
リ
ウ
ム
へ
と
繋
が
り
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、地
下
鉄

二
路
線
を
結
節
す
る
日
比
谷
ア
ー
ケ
ー
ド
は
旧
ビ
ル
の

保
存
部
材
を
使
用
し
て
記
憶
を
継
承
し
、既
存
道
路
の

歩
道
拡
幅
や
歩
行
者
専
用
道
路
化
に
よ
り
、歩
行
者
に

優
し
く
、エ
リ
ア
の
回
遊
性
を
高
め
、日
比
谷
の
情
報
・

文
化
の
発
信
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
外
観
の
デ
ザ
イ
ン
は
、か
つ
て
鹿
鳴
館
で
行
わ
れ
て
い

た
舞
踏
会
で
男
女
が
ダ
ン
ス
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ

ン
モ
チ
ー
フ
と
し
て「
ダ
ン
シ
ン
グ
タ
ワ
ー
」と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
、プ
リ
ー
ツ
状
の
曲
線
で
女
性
的
で
柔
ら
か
な

表
情
が
空
中
に
舞
う
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

日
比
谷
公
園
と
の「
見
る
／
見
ら
れ
る
」の
関
係
づ
く
り

の
た
め
、高
層
部
を
支
え
る
長
柱
が
特
徴
的
な
中
層
部

に
は
立
体
的
な
緑
豊
か
な
屋
上
テ
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
、働

く
人
の
憩
い
の
場
と
な
る
と
共
に
、日
比
谷
公
園
側
か
ら

も
建
物
内
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
呼

応
関
係
を
創
出
し
て
い
る
。低
層
部
は
ア
ー
ル
デ
コ
様
式

の
建
造
物
と
し
て
評
価
の
高
か
っ
た「
三
信
ビ
ル
デ
ィ
ン
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1. 歴史が連なる100尺の日比谷通りファサード　2. 日比谷公園と一つになる緑
3. 劇場をモチーフとした円形アトリウム　　　    4. 地下1階の日比谷アーケードは、かつてこの地にあった「三信ビルディング」のアーケードがモチーフ
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43

●建築主 三井不動産㈱
●設計者 ホプキンス・アーキテクツ 
 ㈱日建設計 
 鹿島建設㈱
●施工者 鹿島建設㈱　　　　　
●所在地 東京都千代田区有楽町1-1-2
●竣工日 2018年2月1日

●敷地面積　本体：10,702㎡
   広場関連施設：1,990㎡
●建築面積　本体：8,652㎡
   広場関連施設：930㎡
●延床面積　本体：189,244㎡
   広場関連施設：3,602㎡

●階数　地上35階、地下4階、塔屋1階
●構造　鉄骨造、鉄筋コンクリート造、
　　　 鉄骨鉄筋コンクリート造

東京ミッドタウン日比谷 計画概要 グ
」の
壁
面
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
、隣
接
す
る
日
生
劇
場

や
丸
の
内
に
連
な
る
一
〇
〇
尺（
三
一
㍍
）ラ
イ
ン
に
高

さ
を
揃
え
、品
格
あ
る
外
装
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
し
た
。

　
構
造
計
画
と
し
て
は
、建
築
用
制
震
ダ
ン
パ
ー
と
し

て
世
界
初
と
な
る
振
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
生
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
し
た
新
世
代
制
震
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
を
開
発
し
適

用
し
て
い
る
。設
備
計
画
と
し
て
は
、主
要
な
電
気
室
・

熱
源
機
械
室
は
六
階
以
上
の
高
層
階
に
位
置
し
、Ｂ
Ｃ

Ｐ
対
策
に
二
重
、三
重
の
設
備
を
施
し
た
。ま
た
、都
心

部
で
の
超
軟
弱
地
盤
で
大
規
模（
約
一
㌶
）か
つ
大
深

度
工
事（
約
二
七
㍍
）、低
層
部
と
高
層
部
で
ス
パ
ン
が

異
な
る
構
造
切
り
替
え
階
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
鉄
骨（
六
～
九
階
）の
施
工
計
画
、建
物
を
象
徴

す
る
緩
や
か
な
曲
線（
ド
レ
ー
プ
）、細
や
か
な
折
り
目

（
プ
リ
ー
ツ
）の
あ
る
複
雑
な
形
状
の
外
装
工
事
の
効

率
化
と
精
度
確
保
な
ど
、施
工
に
お
け
る
様
々
な
工
夫

も
特
筆
に
値
す
る
。

［
選
考
委
員
］　
赤
松
佳
珠
子 

・ 

青
木 

茂 

・ 

河
野
晴
彦

三井不動産株式会社
執行役員　日比谷街づくり推進部長

ホプキンス・アーキテクツ
日本代表　シニアディレクター

鹿島建設株式会社
東京建築支店　建築部長

　三井有楽町集会所跡地という三井グループとしての歴史的な背景、日比谷という街の持つ
独特の品格と文化の薫り、大丸有※・銀座・霞が関・虎ノ門等周辺エリアの結節点、そして
皇居や日比谷公園を望む圧倒的な眺望という高いポテンシャルを最大限に活かし、それを誰
もが享受できる社会資本として整備するという目標を掲げました。その実現に向け、社内外の
叡智を結集し関係者の協力を得て、道路の広場化や歩行者専用道化を実現した他、重層的
なパブリックスペースや都内最大級のシネマコンプレックス等魅力的な場と仕組みを整備、日
比谷でしか開催できない日比谷に相応しいイベントを日夜開催しています。
　今後も未来に向けた価値創造を志向し、本賞にふさわしい街づくりを永続していきたいと思
います。
※大丸有：「大手町」「丸の内」「有楽町」の３地区のこと。それぞれの頭文字をとって「大丸有（地区・エリア）」と呼称する。

　多様な街が共存し、世界中でも唯一無二の都市である東京で、それぞれの街のコンテクス
トを生かした建築が、東京により大きな魅力を与えると考えました。明治期における日本近代
化の象徴、国際文化交流・発信の拠点、「鹿鳴館」のあった日比谷の歴史から、舞踏会で
男女がダンスする姿をデザインモチーフとし、タワー外装はプリーツ状の曲線が空中に軽やか
に舞うデザインとしました。日比谷通りに面する100尺ラインを構成する基壇部は、この場所に
あった三信ビルをモチーフとしたデザイン。空中に舞うタワーと一体となり、品格のある街、日
比谷の象徴的なデザインが誕生しました。新しい広場に面した外装にも曲線を用い、人 を々
導き入れる表情を作り、広場の賑わいを中心に日比谷を既存の街と共存した新しい街へと昇
華させました。

　当プロジェクトの周辺には、劇場、映画館、ホテルなどが隣接しており、昼夜を問わず振
動・騒音には細心の配慮が必要でありました。また、当該地は非常に軟弱な地盤であるため、
周辺建物や地下鉄への影響を考慮し、建築主・設計者と協議し、既存建物の地下外周部
を残し、山留壁として利用することとし、その影響を最小限にとどめました。
　地上階では、構造の切替え階でのトランスファー鉄骨や複雑な形状の外装カーテンウォール
の製作施工管理など、非常に難易度の高い工事でありました。最盛期1日2,000人の作業員
が現場に従事しましたが、労働災害をなくすために、職長会を中心に風通しの良い現場づく
りを目指しました。この「東京ミッドタウン日比谷」が日比谷を活性化する核となり、多くの人に
長きに渡り、満足し愛され続ける建物となることを確信しています。

齋藤宏樹  Hiroki Saitou

星野裕明  Hiroaki Hoshino

桐生雅文  Masafumi Kiryu

公園と街が一体となった世界に類を見ない街づくり公園と街が一体となった世界に類を見ない街づくり

日比谷の街の歴史を踏襲し、新しい街へと昇華する建築日比谷の街の歴史を踏襲し、新しい街へと昇華する建築

たくさんの人の関わりで実現した難易度の高い工事たくさんの人の関わりで実現した難易度の高い工事
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